
鎌倉市にふさわしい博物館基本計画の策定に係る庁内意見及び対応内容（案） 

番

号 

該当 

ページ 
意見内容 

課名 

連絡先 
対応内容 

１ P5ほか 

 

目標 2 「子供たちの学びの場を創出し」とあ

るが、子どもに限る必要はないのではないか。

鎌倉には大人が学べる場がほとんどない。「学

びの場を創出し」と全年代に広げることはでき

ないか。 中央図書館 

2559 

 

当該目標については、同ページにある「鎌

倉の歴史と文化を 1000 年後に伝える-未来

につなぐ鎌倉のミュージアムｰ」の理念に則

った次代の担う子どもたちに郷土愛を育

み、郷土歴史を知る場の提供を生み出すこ

とを念頭にした目標です。 

大人の学びの場については、フィールドミ

ュージアム、デジタルミュージアムの運用

の中で検討していきます。 

 

２ P5ほか 

 

教育振興基本計画の個別計画として位置づけ

られている計画で、教育振興基本計画で「こど

も」表記に基本的に統一している。この計画も 

「こども」とすべきではないか。 

 

中央図書館 

2559 

 

「子ども」の表記ついては、教育振興基本

計画に準じて、「こども」に統一します。 

３ 
p18 ほ

か 

 

「鎌倉市中央図書館」、「中央図書館」「図書館」

の標記が混在している。それぞれ、施設名であ

る、課名であるというように定義があって使い

分けているのであればよいが、「既存の鎌倉市

中央図書館、文化財課」というのであれば課名

なので鎌倉市は不要と考えるがいかがか。 

 

中央図書館 

2559 

 

施設名と課名で使い分けています。 

文化財課などの課名と併記する際は、中央

図書館に統一します、 

４ 

 

 

p21 

 

「図書館振興基金」は正式名として「鎌倉市」

をつけた方が良いと思われるがいかがか。 

 

中央図書館 

2559 

 

「鎌倉市図書館振興基金」に修正します。 

５ p21 

 

「デジタルミュージアムでは」「ジャパンサー

チなどのアーカイブと連携し」とあるが、図書

館は既にジャパンサーチとの連携を行ってい

る。ここで示したいのがデジタルミュージアム

全体の話であれば差し支えないが、他課で連携

しているところはないのか。 

 

中央図書館 

2559 

デジタルミュージアム全体としてのジャパ

ンサーチとの連携を示しています。 

６ p38 

 

河合克也校長の備考欄で、深沢中学校校長 （令

和３年度～令和５年度 の後ろに鍵かっこを

入れてほしい。 

 

中央図書館 

2559 

 

修正します。 



７ P10  

 

（４）基本計画の位置づけ 

本文１行目及び図表 

「第４次鎌倉市総合計画」と記載があります

が、「鎌倉ビジョン 2034・鎌倉ミライ共創プラ

ン 2030」に修正してください。 

 

企画課 

2646 

「第４次鎌倉市総合計画」を「鎌倉ビジョ

ン 2034・鎌倉ミライ共創プラン 2030」に修

正します。 

８ Ｐ２ 

 

２ 本計画の意義 5行目 

「変容を遂げる」は「変貌を遂げる」ではなく、

あえて「変容」としているのでしょうか。 

 

納税課 

2304 

 

広辞苑等の辞書では、変貌であると「大き

く変わること」を示すことが多く、時代に

応じて、少しずつ街並みが変化している様

子を想像できる「変容」をあえて使用して

います。 

９ Ｐ２ 

 

２ 本計画の意義 10行目 

「緊急の課題」は「喫緊の課題」と表現す 

ることが多いと思いますが、あえて「緊急」と

しているのでしょうか。 

喫緊…差し迫って急いでいるが、やや余裕があ

る状態 

緊急…時間に余裕がなく即座に対応が必 

要な状態 

 

納税課 

2304 

「喫緊の課題」に修正します。 

10 P10 

 

（４）基本計画の位置づけ 

令和８年以降の総合計画は、基本構想の名 

称、基本計画の名称を変更していますが、 

総合計画の名称は「第４次鎌倉市総合計 

画」で良いのでしょうか。（図も含め） 

 

納税課 

2304 

番号７での指摘のとおり「鎌倉ビジョン

2034・鎌倉ミライ共創プラン 2030」へ修正

します。 

11 P12 

 

６行目  

国宝館および鎌倉歴史文化交流館→国宝館及 

び鎌倉歴史文化交流館 

 

納税課 

2304 

 

「国宝館および鎌倉歴史文化交流館」を 

「国宝館及び鎌倉歴史文化交流館」に修 

正します。 

12 P23 

 

HP…P22では「ホームページ」となっています。 
納税課 

2304 

 

「ホームページ」に統一します。 

 

13 P27 

 

デジタルミュージアムのアクションスケジュ

ール 

⑦ワーキンググループでのデータ統合または

連携 または→又は 

 

納税課 

2304 

 

「ワーキンググループでのデータ統合また

は連携」を「ワーキンググループでのデー

タ統合又は連携」に修正します。   

14  

 

計画期間について 

通常、計画には計画期間が設けられています

納税課 

2304 

 

ご意見にあるとおり、本計画はその規模が大

きく、また長期にわたる取り組みであることか



が、アクションスケジュールにはＲ８年からＲ

30年（以降継続）の記載があるものの、当該計

画は計画期間が記されていません。「鎌倉市に

ふさわしい博物館」は時代と共に変容していく

計画であるため、あえて計画期間が設けられて

いないのでしょうか。 

計画内には、歴史文化交流館 10周年記念事業

（Ｒ９年）や国宝館 100周年記念事業（R10年）

など、短期的なものから中長期的な事業があり

ますが、現「第３次鎌倉市総合計画」のような

つくり（竹つぎ方式の実施計画あり）に、あえ

てしていないのでしょうか。 

 

ら、時代変化に対応できるよう計画期間は設

定していませんが、事業の円滑な運用が実現

するまでのロードマップを計画内に組み込ん

でいます。さらに計画内の事業が着実に実行

されるよう、優先順位を明確にしたアクション

スケジュールを作成し進行管理を行います。 

 

15 P11 

 

3-(1) 1～3行目 

 指定件数は、時点の年月日も追記したほうが

良いと思います。 

 

文化財課 

2697 

 

ご指摘とおり、追記します。 

16 P17 

 

「歴史ある建物で国の登録有形文化財です。」

→「歴史ある建物で国の登録有形文化財、歴史

的風致形成建造物です。」に修正したい（歴ま

ち法関連の補助金を活用予定のため） 

 

生涯学習課 

22-0753 

 

修正します。 

17 P19 

 

「学芸員が博物館の基本的な使命である資料

の保管・展示・調査研究を実施できるよう総務

部門の充実を図るとともに」 

→「学芸員が博物館の基本的な使命である資料

の保管・展示・調査研究を、総務部門が経理・

施設管理等を適切に実施できるよう」に修正し

たい。 

 

生涯学習課 

22-0753 

 

修正します。 

 


